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A Study of “Shin Kashoki” 1-5:
Toyotomi Hideyoshiʼs way of life as a military commander and
Sen no Rikyu's seppuku
Noriko HANYU
Department of Japanese Language and Literature, School of Letters
Mukogawa Women's University
Abstract
Shin Kashoki, a book published in 1688, is an ukiyo-zoshi by Ihara Saikaku. In this paper, I review sections 
1–5 of the book. The story begins with an incident of a carpenter begging for a prisonerʼs life. This action 
changes from the carpenter begging for anotherʼs life by an established custom to begging for anotherʼs life 
according to the precedent of justice. Right from the extraordinary response of the lord to the carpenterʼs exe-
cution, Saikaku portrays the samurai as someone who values honor and reputation.
This story, along with the other volumes of Shin Kashoki, stratifies the world into three levels. The act of 
the carpenter begging for anotherʼs life falls under the second level, whereas Toyotomi Hideyoshiʼs anecdote 
in the age of Nagahama and Sen no Rikyuʼs seppuku constitute the third level.
はじめに：三層構造と重層世界
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三層構造を明らかにしたことにより、各章の創作主題も明確となった。すなわち、巻 1 の 1・2 は神
国日本における武士のあり方（理・正義のための存在）、巻 1 の 3・4 は徳川幕府における武士のあり方（忠
と主命、新しい主従関係）、巻 2 の 5・6 は天下取りを目指した武将のあり方（言辞への矜持、覚悟・夢
の継承）を描いたものであった。
類聚方針についても具体的に明らかにした。これまでは部分的な各章間の連関についての言及にとど




以上の観点から、本稿では元巻 2 の 1 である現巻 1 の 5「先例の命乞ひ」について検討する。
あらすじ：古例と先例、当例
巻 1 の 5 は、巻 1 の 4「生き肝は妙薬のよし」に続いて置かれているが、それは出版に際しての編集作
業によるものである。巻 1 の 4 との関連性は、命を救う妙薬、命乞いという点に見出すことはできるも































































































とみることのできる『新可笑記』の巻 1 の 5、巻 2 の 1 と 2 は、『是楽物語』に載る説話を一連の素材とし
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竹中重門は林羅山に師事しているが、その羅山の『豊臣秀吉譜』（寛永 19 年〈1642〉跋、明暦 4 年〈1658〉































































































































このように巻 1 の 5 は、戦国時代を勝ち抜いた武将としての秀吉の生きざまを追究したものであった。







女子大学紀要　人文・社会科学編』第 66 巻、2019 年 3 月）、③「『新可笑記』巻一の三「木末に驚く猿の執心」の検
討―家光・忠長の将軍位継承争いと武士のあり方―」（『武庫川国文』第 85 号、2018 年 11 月）、④「『新可笑記』
巻一の四「生き肝は妙薬のよし」の構造―夢幻能の利用と家光・正之の主従関係―（『武庫川国文』第 86 号、
2019 年 3 月）、⑤「『新可笑記』巻二の五「死出の旅行く約束の馬」の検討―章番号の齟齬と武田信玄の上洛宣言―
（『武庫川国文』第 87 号、2019 年 11 月）、⑥「『新可笑記』巻二の六「魂呼ばひ百日の楽しみ」の検討―戦国武将武
田信玄の上洛作戦と挫折―」（『日本語日本文学論叢』第 15 号、2020 年 2 月刊行予定）。
 2） 杉本好伸「『新可笑記』の作品構成―各章間における相互関連の検証を中心にして―」（『鯉城往来』第 2 号、1999
年 10 月）・「『新可笑記』作品構成補遺攷」（『安田女子大学紀要』第 28 号、2000 年 2 月）
 3） 『新可笑記』本文は『井原西鶴集④』（広嶋進校注・訳「新編日本古典文学全集」、小学館、2000 年）による。
 4） 『井原西鶴集④』頭注
 5） 米山一政編輯『真田家文書　中巻』所収（長野市、1982 年）。原文は変体漢文。私に要約した。
 6） 『是楽物語』本文は『仮名草子集』（「新日本古典文学大系」岩波書店、1991 年）による。
 7） 『平家物語』本文は『平家物語②』（「新編日本古典文学全集」小学館、1994 年）による。
 8） 渡辺世祐『豊太閤の私的生活』（講談社、1980 年）・桑田忠親『豊臣秀吉研究』角川書店、1975 年）
 9） 『利休大事典』（淡交社、1989 年）などによる。
10） 福井幸男「千利休の切腹の状況および原因に関する一考察―関係史料の分析・検証および切腹原因に関する諸
説の批判的検討―」（『桃山学院大学人間科学』第 40 号、2011 年 3 月）
11） 『豊鑑』（「群書類従」第 20 輯、続群書類従完成会、1932 年）
12） 愛知県図書館所蔵。原文は漢文。私に訓み下した。
13） 『多聞院日記』巻 4（辻善之助編、三教書院、1938 年）
14） 筒井紘一「伝書」（『利休大事典』淡交社、1989 年）
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17） 桑田忠親 『太閤豊臣秀吉』（講談社文庫、1986 年）など。
受理日　　2019 年 11 月 5 日
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3.11 The Nuclear accident in a Newspaper for Children
Kaoru SHITARA
Department of Japanese Language and Literature, School of Letters
Mukogawa Women’s University
Abstract
This study examines newspapers published for elementary school students. Asahi Shogakusei Shimbun, 
Mainichi Shogakusei Shimbun, and Yomiuri KODOMO Shimbun are three of the most popular newspapers 
for elementary school students in Japan. Newspapers generally include reports and editorials. However, these 
newspapers incorporate numerous articles that are directly concerned with subjects such as science, history, 
and the national language （Japanese）. In addition, these newspapers are used in the elementary school cur-
riculum. In terms of appearance, newspapers meant for children use larger written characters, less kanji, 
abundant illustrations, and multicolored printing. In doing so, they present an adult concept in a childish 
style.
This paper considers the viewpoint of children to discuss the coverage of the nuclear power plant accident 
by childrenʼs newspapers and to suggest an appropriate style for them. After the 2011 Earthquake in the Pa-
cific coast of Tohoku, the childrenʼs newspapers published varied opinions offered by their readers. For ex-
ample, an elementary school student accused everyone of overusing electricity, a junior high school student 
blamed the government, and one mother accused the Tokyo Electric Power Company （TEPCO）. These let-
ters to the editor in newspapers were written to be read by children, and not by adult editors. This paper ad-
dresses the following questions: What are the intentions of child readers who become writers? Do their text 
styles differ from those used by adults when these readers become writers? Finally, what is the appropriate 





聞は、2012 年の学習指導要領変更以後、「教育に新聞を」（通称、News in Education の頭文字をとって
NIE）という潮流が浸透し、教育現場に取り入れられつつある。試みに、本学短期大学部日本語文化学

























5 月 30 日・31 日・6 月 1 日（第 26088 号、第 26089 号、第 26090 号）
「続・ゆうだい君の手紙　東電と原発　キミはどう思う？」
6 月 20 日・21 日（第 26108 号、第 26109 号）、7 月 27 日（第 26144 号）
中高生や大人の投書者を含め、投書者の合計は 39 名だった（内訳など詳細は 4 章に譲る）。








なった 5 月 18 日、「毎日小学生新聞」1 面で手紙の経緯を、2 面で手紙の本文を一部省略して掲載し、
同時に読者へ投稿を募る。









































試みに、小学 6 年生による意見文及び、小学 6 年生が意見の元にした社説、そして、本調査対象（A）（B）











元論説委員による社説 50 39.44 字
小学 6 年生による意見文 54.69 30.43 字








マ故にデス・マス体が増える、という。平均字数は、公的テーマ 39.5 字、私的テーマ 35.0 字であった。
本論が取り上げる小学生新聞の本紙そのものは、デス・マス体が基本で、本調査対象（A）（B）（C）も




















































北海道電力 1 人 小学 2 年生 1 人 男性 11 人
東北電力（福島 1 校） 7 人 小学 4 年生 7 人 女性 23 人
東京電力 5（2 校含む） 22 人 小学 5 年生 6 人 不明（関東 1 校） 5 人
中部電力 1 人 小学 6 年生（2 校含む） 16 人
関西電力 4 人 小学生以外 7 人
九州電力 2 人 不明 2 名
不明 2 人
投書者は、ゆうだい君（東京都）と同じ「東京電力」が圧倒的に多かった。学年においても、ゆうだい君
と同じ「小学 6 年生」が最多で、約 4 割（計 39 人を母数とする）である。なお、7 月 27 日は、「東北電力」

































































による（B-3）は、1999 年東海村 JCO 臨界事故に触れて、風評被害や都心の電力供給の課題を批判する。
読み手（ここでは小学生）の知らない過去について語る部分を抜粋する。








































うだい君」を踏まえると、表 2 の分析における最大値、「東京電力」に電力供給を受けている「小学生 6 年
生」であろう、と考えられる。（ただし、表 2 の性別の最大値「女性」が多いことと、前提との因果関係は
不明である。）
















以上、5 月 30 日ではゆうだい君の手紙を強調し、ゆうだい君をクローズアップするように始まるも
のの、原発の安全性を求め、電力使用の削減を繰り返し、徐々にエネルギー問題へと、意見の観点が移っ
ていく。
翌日の 5 月 31 日は、風評被害の記事と「ゆうだい君の手紙」を 1 面に掲載し、「ゆうだい君の手紙」で
は【具体例あげて反対・賛成を】が最大の見出しである（見出しは下記の通り）。2 面は、【電気を望んだ、








この 6 月 1 日 2 面【原発を止めるのではなく】にて、第一弾の投書の特集「ゆうだい君の手紙」が終了す
る。2 面に掲載する写真は、爆風で骨組みだけになった福島原発 1 号機で、写真下に「爆発で骨組みだ
けになった福島原発１号機。原発は必要なのか？もういらないのか？」と、問題提起を重ねる。なお、
投書の募集は 1 面に【まだまだ募集】の見出しで呼びかけている。









翌 6 月 21 日は、小学校 2 校、2 クラス分の投書がまとめて掲載された日で、1 面の見出しは【命と電
気のどちらが大切か】から始まる。大人の責任を論じる投書が 5 本、投書者であろう小学生の集合写真








の」知識や情報による正義を求めている。ここで 1 面の写真は、6 月 21 日のクラスごとの投書と同じく、





































毎日小学生新聞　第 26025 号、第 26076 号、第 26088 号、第 26089 号、第 26090 号、第 26108 号、第 26109 号、第
26144 号（いずれも 2011）より調査対象の見出しを示す。
第 26088 号より　 （A-1）大変なのは東電だけじゃない　（C-1）東電だけが悪いんじゃない　（A-2）まずは、謝るべき
だ　（B-1）電気にたよらない生活を
第 26089 号より　 （B-2）福島にあることが、おかしい　（A-3）日本人がまとまるチャンス　（A-4）原発だって温暖化
につながる　（A-5）被災者の気持ちを　（A-6）原子力にたよりすぎ　（A-7）みんなが節電すべき
だ　（B-3）心の豊かな社会を築いて
第 26090 号より　 （B-4）東電や政府は逃げずに問題解決を　（A-8）地震で学んだことを忘れずに　（B-5）東電はもう
けを重視した　（A-9）電力会社がないと生活できない　（B-6）私たちは原発の恩恵を受けている
第 26108 号より　 （A-10）大人が何を間違えたのか、話し合おう　（C-2）役に立つが傷つけることもある　（A-11）東
電は本当の情報を出して　（A-12）東電は人々をだました　（A-13）原発に反対する声は前からあっ
た　（B-7）大人たちにも責任がある
第 26109 号より　 （A-14）母は経済産業省の職員　（A-15）東電の体質が悪い　（A-16）日本の大人たちの責任　（A-17）
電気は必要だけど…　（A-18）国民も、政府も、東電も悪い　（A-19）自分たちと…　（A-20）僕の
お父さんも…　（A-21）いままで…　（A-22）原子力発電所から…　（A-23）これからは、…












1 子ども向けの新聞は 2019 年現在、全国紙として「朝日小学生新聞」「毎日小学生新聞」「読売 KODOMO 新聞」、
ほかに大人向けの地方紙やブロック紙に折り込まれたもの、学校配布による新聞が存在する。
2 樺島・寿岳（1965）3）で示された文体指標の一つで、「形容詞・形容動詞・副詞・連体詞の組の比率 M に 100 をか
けたものを動詞の比率 V でわった値」。
3 調査対象において、ダ・デアル体は 2 件のみである（ただし、1 件のなかの混用も認められる）。
4 家庭や商店を含む、電力の小売全面自由化は 2016 年 4 月 1 日からである。
5 富士市１名を含む（正確には東京電力エリアは富士川以東である。富士川は富士市内を流れ、投書者が富士川の
東西、どちらに居住しているのかは未確認である。）
受理日　　2019 年 11 月 20 日
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On Further Advancement of Linguistic Americanization: 
A View from the Phrasal Level
Hidematsu MIURA
Department of English, School of Letters,
Mukogawa Women’s University
Abstract
Today, there are many regional varieties of the English language, especially in the parts that were once under the 
strong influence of Britain and America.  Although it has developed its own traits, each regional variety shows a 
tendency to follow either British English or American English.  The purpose of this paper is to examine short-term 
diachronic changes between the two mainstream varieties and the other regional varieties by comparing the data 
ten years ago and the recent one.  It will be demonstrated that the patterns have shifted and linguistic 
Americanization is underway.
1. Introduction
Today, the English language is spoken all over the world; however, not necessarily exactly the same English 
language is spoken.  There are many regional varieties, especially in the parts that were once under the strong 
influence of Britain and America (their colonies in many cases).  Since each of them has developed its own traits, 
they are regarded as distinct varieties, rather than one single English language spoken in different areas, and now 
they are sometimes lumped as "World Englishes" (see, e.g., Crystal 2003, Kachru et al. 2006, Jenkins 2009 and 
McArthur et al. 2018 among many others).  
It is well-known, apart from the unique characteristics it has developed, that each regional variety shows a 
tendency to follow either British English or American English owing to their historical background. That is, each 
variety shows more similarity to one of the two mainstream varieties than the other.  Lindquist (2009) surveyed 
such similarity patterns seen among nine English varieties by investigating the frequencies of two idiomatic pairs 
(cut a long story short vs. make a long story short; have green fingers vs. have a green thumb) in which the first 
expression in each pair is regarded as more favored in British English while the second one in American English. 
Since almost ten years have passed since Lindquist's survey, it is of interest to see whether the patterns have 
changed or remained the same over the past years.  Thus, the purpose of this paper is to examine short-term 
diachronic changes between the two mainstream varieties and the other regional varieties by comparing the data 
ten years ago and the recent one collected by the same method.  It will be demonstrated that the patterns have 
shifted and, to put it plainly, (further) linguistic Americanization is underway (see Fuchs 2017 for a concise 
summary of preceding studies on this topic).
The rest of the paper will proceed as follows. In section 2, the data collected ten years ago in 2008 by Lindquist 
will be presented.  In section 3, the data recently collected using the same method as in Lindquist (2009) will be 
shown and discussed.  In section 4, longer-term diachronic data by Google Books Ngram Viewer will be provided 
to deepen the observations made in the preceding sections.  In section 5, two recent studies will be reviewed in 
relation to the current study.  Some concluding remarks will be offered in section 6.
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2. Survey in 2008
In this section, the patterns seen among several World Englishes ten years ago will be shown through the data 
Lindquist collected in 2008.
2.1 Method
As pointed out in section one, each regional variety of English is known to show similarities to one of the two 
mainstream varieties, British English or American English.  In order to see which regional variety follows which 
mainstream variety, Lindquist (2009: 96) investigated the frequencies of two pairs of synonymous idioms (cut a 
long story short vs. make a long story short; have green fingers vs. have a green thumb) by searching Google. 
Before presenting his data, two details are in order, the English varieties surveyed and the method for data 
collection.
Examined in his survey were the varieties spoken in the following nine regions: Britain (UK), America (EDU), 
South Africa (ZA), India (IN), Philippines (PH), Hong Kong (HK), New Zealand (NZ), Australia (AU), and 
Canada (CA). The abbreviations in the parentheses are the Internet top-level domain codes that were used for 
Google search1.  Some regions have their own complicated history with Britain and America; therefore, it is 
sometimes difficult to determine which region is more influenced by which of the two, Britain or America. 
Roughly, however, the following simplified relations are assumed for convenience sake: the regional varieties that 
have stronger ties with Britain are South Africa (ZA), India (IN), Hong Kong (HK), New Zealand (NZ) and 
Australia (AU) while the ones with stronger ties with America are Philippines (PH) and Canada (CA). 
For his survey, as mentioned above, Lindquist used Google as a corpus. The total number of words in a Google 
search is unknown so that it is difficult to analyze the data statistically.  It is possible, however, to examine the 
number of hits on Google in terms of the frequency ratio.  Given the fact that the two idioms in each pair are 
synonymous, they can roughly be said to be in complementary distribution.  It is presumable that when a speaker 
(or writer) chooses an idiomatic expression to describe a situation, one variant in each pair (e.g. the cut variant) is 
necessarily chosen over the other (e.g. the make variant).  Thus, by comparing the percentages between the two 
variants in each pair, it can be observed which variety follows which mainstream variety.
2.2 Results and discussions
2.2.1 Cut vs. Make
One of the two pairs of idioms that Lindquist used for the survey was the pair cut a long story short and make a 
long story short. According to Longman Idioms Dictionary (1998), the former is described as British and the latter 
as American.  Therefore, first, it is expected that the cut variant is found more in British English and the make 
variant in American English in Google search. Second, it is also expected that the cut variant is found more in the 
varieties that have stronger ties with Britain such as South Africa (ZA), India (IN), Hong Kong (HK), New 
Zealand (NZ), Australia (AU) while the make variant is more frequent in the ones with stronger ties with America 
such as Philippines (PH) and Canada (CA). Table 1 is the data Lindquist obtained.
Table 1.　（Lindquist 2008: 96; percentages added)
Idiom EDU CA UK AU NZ ZA IN HK PH



















1 The search method employed in this survey is as follows. The exact match method was used, in which the target phrase is 
surrounded by double quotation marks, and each search domain was specified by the "site:" operator in the Google search 
window.
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Note: edu = American academic, ca = Canada, uk = United Kingdom, au =Australia, nz = New Zealand, za = 
South Africa, in = India, hk = Hong Kong, ph = Philippines. For each regional variety, the figure for the 
dominating variant is marked in boldface.
Source: From Google searches, 31 July 2008
The result was a mixed one.  As shown in Table 1, the cut variant and the make variant are more strongly 
favored in British English (UK) and American English (EDU), respectively.  Thus, the first expectation is born out. 
However, it is noticed that the distribution is not "all or nothing."  Even in British English, for example, a sizable 
number of the make variant, which is deemed as American, are found (12%).  Also, the cut variant is found in 
American English as well (10%).  This means that the degree of ratios could become a matter of discussion (i.e. 
the degree of Britishness or Americanness).
Regarding the second expectation, it is more or less born out, but a somewhat unexpected result was also 
obtained.  Among the five varieties (AU, NZ, ZA, IN and HK), which have a strong association with Britain, India 
(IN) shows a pattern similar to that of American English rather than British English contrary to the expectation. 
This suggests that Americanization had already been underway in India. Besides, Lindquist points out that, in 
terms of the ratio between two idiomatic variants, Philippine English (PH) does not seem to be influenced by 
American English as much as one might imagine.
2.2.2 Fingers vs. Thumb
The other pair used for the survey is the variants have green fingers and have a green thumb.  The former is 
regarded as British and the latter American (Longman Idioms Dictionary 1998).  Therefore, again, there are two 
expectations.  First, the fingers variant should be found more in British English while the thumb variant more in 
American English.  Second, the fingers variant should be used more often in the five varieties (ZA, IN, HK, NZ, 
and AU), which have stronger ties with Britain, while the thumb variant in the other two varieties (CA and PH), 
which have stronger ties with America. Table 2 shows the results. 
Table 2.　（Lindquist 2008: 96; percentages added)







































Source: From Google searches, 31 July 2008
The first expectation is born out.  As shown in Table 2, the fingers variant and the thumb variant are more 
strongly favored in British English and American English, respectively.  Thus, a difference between British English 
and American English is once again confirmed.
The results seen among regional varieties were, however, somewhat unexpected.  Among the above five 
varieties (AU, NZ, ZA, IN and HK), which are expected to follow the British English pattern, only two, New 
Zealand (NZ) and South Africa (ZA), showed the pattern similar to that of British English and the remaining three 
varieties (AU, IN, and HK) showed similarity to American English.  It seems that, in addition to India (IN), which 
showed the behavior contrary to the expectation in the cut-make pair above, Americanization had been underway 
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also in the two regions (AU and HK).  Two more observations can be made.  One is that New Zealand (NZ), which 
favors fingers by 87%, is "more British" than British English (UK), which does so by 65%.  The other observation 
is that, as is pointed out by Lindquist, American and Canadian English strongly disfavor the fingers variant (just 
1%). 
2.3 Summary
The observations on the Lindquist's data collected in 2008 can be summarized as follows.  First, the demarcation 
line between British English and American English can still be clearly seen as long as the two pairs of idioms are 
concerned. Second, in some varieties, linguistic Americanization was already making its way ten years ago.  
3. Survey in 2018 
Ten years have passed since the Lindquist's survey in 2008, so it is of interest to see whether there has been any 
difference in the trends over the past ten years. Recently, I investigated the same idiom pairs as used in Lindquist's 
research in Google. Each pair will be discussed below in order.
3.1 Results and discussions
3.1.1 Cut vs. Make
Regarding the cut-make pair in the Lindquist's 2008 survey, four varieties (AU, NZ, ZA and HK) followed the 
British English pattern in which the cut variant outweighs the make variant, while three varieties (CA, IN and PH) 
showed the American English pattern, which has the opposite frequency pattern.　Table 3 is the result of the 
current survey in 2018.
Table 3.
Idiom EDU CA UK AU NZ ZA IN HK PH






































Source: From Google searches, 7 September 2018
A surprising result was obtained. As shown in Table 3, six varieties (CA, IN, PH, AU, NZ, and HK) exhibit the 
American English pattern. Only one variety, South Africa (ZA), retains the British English pattern.  What is 
interesting is that even in the two varieties, UK and ZA, which shows the British English pattern, the two variants 
are being used with almost equal frequency (almost a ratio 1:1).  It can further be pointed out that, given 54% for 
cut, ZA is now "more British" than British English (UK) in which cut is 50%. These findings strongly suggest that 
Americanization has been underway in all the varieties, including British English. This change in British English 
implies that it could become useless in the near future to use this idiom pair to distinguish British English and 
American English.  It might be worth noting in passing that American English has been slightly Britishized (10 % 
to 17 % for cut).
3.1.2 Fingers vs. Thumb
Even more surprising findings were obtained concerning the other fingers-thumb pair.  Table 4 shows the results.
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Table 4.







































Source: From Google searches, 7 September 2018
In the 2008 survey, two varieties (NZ and ZA) followed British English and five varieties (CA, AU, IN, HK, 
and PH) followed American English. In the current survey, however, six regional varieties (CA, AU, IN, PH, NZ, 
and HK) and British English (UK) follow the American English pattern. Out of the nine varieties examined, only 
one variety, South Africa (ZA), has retained the British English pattern observed ten years ago, which British 
English itself does not seem to retain any longer.  In this pair, American English and British English show the same 
percentage, 4%, for fingers. 
Several interesting observations can be made.  New Zealand (NZ) shows the most considerable change, which is 
beyond our imagination.  In 2008, 87% favored fingers, but in 2018 just 3% does so.  NZ was "more British" than 
British English in 2008 (see 2.2.2), but now NZ (97% for thumb) is "more American" than American English (96% 
for thumb).  As a matter of fact, there are three more varieties, CA (99%), AU (98%) and PH (100% after rounding 
up), which are "more American" than American English. Besides, the same change in American English as 
mentioned in the last part in the previous section is observed here again.  American English, which used fingers by 
1% in 2008 but uses it by 4% in 2018, has been somewhat "Britishized" over the past ten years.
Probably the most critical finding is that it is highly likely that this idiom pair has lost its linguistic status to 
demarcate British English and American English, although it could possibly be used to distinguish South African 
English from the other varieties.
3.2 Summary
The comparison between Lindquist's survey in 2008 and the current one in 2018 can be summarized as follows. 
In both idiom pairs, linguistic Americanization was observed among the regional varieties of English, including 
British English, although it had been seen to some extent in some regional varieties already in the 2008 data (India, 
Australia, and Honk Kong).  As long as the second pair, fingers-thumb, is concerned, it seems difficult to maintain 
the demarcation between British English and American English. 
One additional note is in order.  What is interesting is that some decrease in the percentages is observed in 
American English.  The percentages changed from 10% to 17% for cut and from 1% to 4% for fingers, 
respectively, both of which are deemed British.  It suggests that some "deamericanization" (or "Britishization") has 
happened in American English.  It implies that linguistic change is not always unidirectional.  We can catch a 
glimpse into a dynamic aspect of the linguistic ecology.
4. A survey on the historical distribution 
In this section, longer term historical distributions of the four variants (two idiom pairs) will be examined to see 
whether their historical distributions before Lindquist's survey in 2008 had been what we expect for them.
4.1 Google Books Ngram Viewer2
According to the dictionary used for reference (Longman Idiom Dictionary), the cut and fingers variants are 
2 http://books.google.com/ngrams
D11759_72001047_三浦.indd   25 2020/03/13   10:22:03
Miura
－ 26 －
deemed as British English and the make and thumb variants American English.  It is expected that one of the two 
variants is consistently used more frequently over the other in history regarding each of British English and 
American English.  The demarcation in the dictionary is made based on the usage or frequency at the time it is 
compiled.  That is, there is no guarantee that the four idiomatic variants in question have historically been used as 
consistently as one might expect.  
Now, it is possible to see how the frequency of expression has changed (or stayed the same) historically by 
using Google Books Ngram Viewer (GBNV hereafter) launched in 2008.  GBNV is an online search engine that 
graphically displays the frequencies (per million words) of the search strings delimited by comma.  It uses a yearly 
count of n-grams found in sources printed (i.e., books) between 1500 and 2008. It was surveyed by using GBNV 
whether the four expressions in question have historically been used with the expected pattern throughout history.  
Before examining the data, the following two things should be made clear. First, it needs to be noted that 
although the two types of data we use in this study, results of the Internet searches (Google) and GBNV, are both 
available through the Internet, the media types are different. While the former data, which we referred to in the 
previous sections, is from a large aggregation of texts in miscellaneous websites on the Internet, the latter data 
from GBNV is that of scanned texts in published books. Second, the default smoothing value three was used to 
create all the graphs below.
4.2 Make vs. Cut
Figure 1 shows the historical frequencies of the two variants in American English.  It can be seen that in 
American English, the make variant always outnumbers the cut variant throughout the period during which data is 
available.  This suggests that in American English, the make variant has been favored over the cut variant also in 
terms of history and it is reasonable to assume that this frequency balance between the two expressions is a pattern 
characteristic to American English in terms of long-term diachronic perspective as well.  That is, the expected 
historical distribution was found for American English.  On the other hand, however, in British English, this is not 
true.
Figure 1. (American English; Smoothing 3)
Figure 2 shows the frequency patterns of the two expressions in British English.  In British English, unlike 
American English, there is a historical twist regarding the frequencies of the two expressions.  As seen in Figure 2, 
first, the make variant outnumbered the cut variant from the earliest available year to around 1920, but it peaked 
around 1930 and decreased afterward. Around 1930, cut outweighed make and the same trend went on. On the one 
hand, some might question whether it is reasonable, given the historical twist, to use the distribution of this idiom 
pair as a characteristic trait of British English; on the other hand, however, it is true that the cut variant has 
outweighed the make variant in British English since the 1930s. Although the change in the frequency of the two 
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variants in the history of British English is intriguing, this is a topic for another investigation.  
Figure 2. (British English; Smoothing 3)
It might, however, be worth noting in passing that in OED, the expression cut a long story short cannot be found 
in the entire dictionary. Regarding the other one make a long story short, four matches in two entries are found. It 
does seem that both Longman Idioms Dictionary (1998), which was used for the previous sections about the past 
ten years, and OED neatly reflect the change in the trend seen in Figure 2.  
In sum, given the twist in the British English data, the overall picture regarding the cut-make pair is less 
straightforward than it might look at first sight. Although it does not invalidate what we found and discussed in the 
previous section, it seems necessary to take a closer look at the make-cut pair.
4.3 Fingers vs. Thumb
Now, let us turn to the other fingers-thumb pair.  Figure 3 shows the output of American English.  As shown in 
the graph, the trends in the two varieties are steady, and almost always the thumb variant has outweighed the 
fingers variant since the expressions emerged around the 1930s. The American English's overwhelming preference 
for the thumb variant, which was observed in both Lindquist's and our studies, is also confirmed by this graph. 
 
Figure 3.  (American English; Smoothing 3)
Figure 4 indicates the historical changes of the two variants' frequencies in British English.  The fingers variant 
consistently outweighs the thumb variant until around the 1990s, but after that they competed for a short period 
and fingers gained more popularity than thumb again until 2008, which matches what Lidquist found in 2008. 
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 Figure 4. (British English; Smoothing 3)
As seen in the four graphs, while basically the same patterns as in the previous sections were found for 
American English, British English shows more complex changes in frequency regarding the two variants in each 
idiom pair.  It seems to indicate that the direction of influence has largely been unidirectional from America to 
England rather than bidirectional as long as these two idiom pairs are concerned at least.  It is of interest to see 
whether the same phenomena can be observed regarding other synonymous idioms. This issue is another intriguing 
topic which could be usefully explored in further research.
5. Previous studies on linguistic Americanization
In this section, among many others, two recent studies on linguistic Americanization will be reviewed and 
discussed in relation to the current study.
5.1 Gonçalves et al. (2018)
Gonçalves et al. (2018) investigated Americanization seen in world-wide varieties of English in terms of 
spelling and vocabulary using Twitter and Google Books. First, they analyzed the Twitter data with geography 
information to see which vocabulary is used, the British word (e.g., railway) or the American word (e.g. railroad). 
They found that, with three exceptions out of 30 countries, all the countries use American vocabulary more or less. 
Regarding spelling, only seven countries, out of 30 countries, follow the British style.  They also investigated 
diachronic changes using Google Books.  Since around 1828 when Noah Webster's first American English 
dictionary appeared, the American style spelling and vocabulary have gained popularity to date.  The last 20 years 
have seen a rather drastic increase of the American spelling and vocabulary even among the books published in the 
UK.
There are similarities and differences between their research and the current one.  They are similar in both 
utilizing data from the Internet, although the types of data are not exactly the same since they specifically use 
Twitter data. The biggest difference is the scope of the investigation. While they surveyed thirty countries, nine 
countries were examined in the current study. 
5.2 Fuchs (2017)
Fuchs (2017) analyzed the Philippine English. The Philippines was once an American colony and, as a natural 
consequence, Philippine English is well-known to be under the American English influence from the beginning. 
Given this fact, some might wonder whether it can be a valid question whether Philippine English has been 
Americanized or not. Fuchs claims that the British English influence is still seen and the notion of Americanization 
is valid for the Philippine English as well. He carried out a diachronic comparison using the data from two corpora, 
Phil-Brown corpus for the 1960s and ICE-PHI corpus for 1990s. He investigated 17 pairs of synonyms such as 
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lorry/truck and film/movie and 11 spelling differences such as -ise/-ize in verbs and -isation/-ization in nouns. The 
result was that British spellings and lexis were found in the 1960s corpus to some degree; however, in almost all 
cases, the ratio of the British pattern diminished in the 1990s corpus.  
In Fuchs (2017), he specifically analyzed only Philippine English, so the type of inquiry is different from the 
current study.  His findings, however, coincide with the tendency we found.  In our data, the Philippine English 
had already shown the American English pattern (70% for make and 86% for thumb) in 2008 and the ratio changes 
to 86% for make and 100% for thumb in 2018.  That is, (further) Americanization of the Philippine English he 
found is also backed up in the current study as well.
5.3 Comparison with the current study
Both Gonçalves et al. (2018) and Fuchs (2017) analyze the data in terms of vocabulary and spelling.  That is, 
what both studies investigate is lexical and sub-lexical level.  The current survey, which is based on Lindquist 
(2009), is an investigation in terms of phrasal level.  Therefore, they complement each other in terms of linguistic 
level.  It was demonstrated in the current study that investigation at the phrasal level, both synchronic and 
diachronic, can provide another area of inquiry worth paying more attention to.
6. Concluding Remarks
In this paper, it was shown that regional varieties of English, World Englishes, have been changing and the 
American English pattern is becoming more dominant over the British English pattern.  The overall results 
obtained were something we had more or less anticipated: with almost no exceptions, Americanization was found 
in all the regions surveyed (exceptions: Hong Kong in the fingers-thumb pair and America in both pairs). Given 
the fact that global political, economic and cultural dominance for the rest of the world has shifted from the UK to 
the US and it is still continuing in the present, many of them should come as no surprise. There were some 
unexpected findings as well, however.
There were two significant findings worth mentioning again.  One is the degree of changes.  Among others, for 
example, New Zealand, which had been “more British” than British English in the 2008 survey, turned out to be 
“more American” than American English in the 2018 survey regarding the fingers-thumb pair (see 3.1.2). The 
other is the change in British English.  American English and British English had still shown clear contrasts in the 
2008 survey, so the demarcation between American English and British English was clear as long as the two idiom 
pairs were concerned. The difference, however, has been blurred due to the significant shifts in British English 
toward the American English pattern especially that there was almost no difference between American English and 
British English in frequency regarding the fingers-thumb pair in the 2018 survey.  This suggests that this idiom 
pair cannot be used to distinguish American English and British English any longer. 
A longer-term data of the two idiom pairs were also examined through Google Books Ngram Viewer.  While 
American English showed the expected discrepancies between the two variants in each pair throughout the data 
available, British English showed interesting twists in frequency, which needs to be further investigated in future 
research. 
This paper needs to be concluded with cautionary remarks.  It has been pointed out by many researchers, 
including Lindquist (2009), that using Google for academic purposes has many unsolved problems (see Kilgarriff 
2007 for known problems with using Google and possible solutions; also see Penchenick et al. 2015 for problems 
and limitations Google Books Ngram Viewer has).  The results of the survey based on them, obviously including 
this survey itself, could be undermined accordingly.  However, in order to create hypotheses and test them, the 
gigantic scale of Google is appealing, and it is still considered worth exploring.  As long as researchers are aware 
of its pitfalls, it should be useful as a tool to explore what has not been explored.




Crystal, David (2012) English as a global language. Second edition. Cambridge, U.K.: Cambridge University 
Press.
Gonçalves, Bruno, Lucía Loureiro-Porto, José J. Ramasco and David Sánchez (2018) Mapping the 
Americanization　of English in space and time. PLoS ONE 13(5): e0197741. 
https://doi.org/10.1371/journal.pone.0197741
Fuchs, Robert (2017) The Americanisation of Philippine English: Recent diachronic change in spelling and lexis. 
Philippine ESL Journal 7: 60-83.
Jenkins, Jennifer (2009) World Englishes: A resource book for students. 2nd edition. New York: Routledge.
Kachru, Braj B., Yamuna Kachru and Cecil L. Nelson (eds.) (2009) The Handbook of World Englishes. Chichester, 
West Sussex, UK: Wiley-Blackwell.
Kilgarriff, Adam (2007) Googleology is bad science. Computational Linguistics 33(1): 147-151.
Lindquist, Hans (2009) Corpus linguistics and the description of English. Edinburgh: Edinburgh University Press.
McArthur, Tom, Jacqueline Lam-McArthur, and Lise Fontaine (eds.) (2018) Oxford Companion to the English 
Language. Oxford: Oxford University Press.
Pechenick, Eitan Adam, Christopher M. Danforth and Peter Sheridan Dodds (2015) Characterizing the Google 
Books corpus: Strong limits to inferences of socio-cultural and linguistic evolution. PLOS ONE 10(10). https://
doi.org/10.1371/journal.pone.0137041 
Siemund, Peter (2013) Varieties of English: A typological approach. Cambridge, U.K.: Cambridge University 
Press.
Stern, Karen (1998) Longman Idioms Dictionary. Harlow: Longman. 
Oxford English Dictionary (2009) Second edition on CD-ROM (v. 4.0.0.3). Oxford: Oxford University Press.
受理日　　2019 年 11 月 13 日
D11759_72001047_三浦.indd   30 2020/03/13   10:22:06
－ 31 －





Finger agnosia tests for developmental Gerstmannʼs syndrome: 
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Abstract
Twenty studies on developmental Gerstmannʼs syndrome, primarily case reports, were reviewed to clarify 
the focal points for diagnosing childrenʼs finger agnosia. The following four focal points were revealed: （1） 
Several finger agnosia tests, including both “verbal” and “nonverbal” types, should be conducted； （2） con-
crete and objective data （e.g., correct rates and not subjective descriptions） are required in the diagnosis pro-
cess； （3） the diagnosis of childrenʼs finger agnosia should be performed as objectively as possible through 
comparisons with children who are developing typically； （4） finger agnosia tests cannot adequately diag-








こうした後天的 GS とは別に、発達性 Gerstmann 症候群（Developmental Gerstmannʼs syndrome；DGS）2）
と呼ばれる発達障害の一種がある。GS とは異なり DGS は、四徴が出そろうのではなく、四徴が種々の
組み合わせで現れる不全型が多い 3）4）。また、四徴以外に構成失行（constructional apraxia）を合併するこ
ともよくある 4）。DGS 児は、知的水準はほぼ正常だが、計算や書字の困難さから、重篤な限局性学習
障害（SLD）に進展する可能性があると指摘 5）されている。つまり、SLD の重症例の中に DGS 児が含ま
れているということである。
SLD と診断はされたものの、その背後の DGS の存在を見過ごされた児は、相応の介入を受けられず、
低学力のまま小・中学時代を過ごす傾向が認められる 6）。しかし、DGS を疑い、手指失認検査が実施















“developmental Gerstmannʼs syndrome” あるいは “developmental Gerstmann syndrome” をキーワードに
PubMed 及び Web of Science で検索した。さらに、CiNii 及び医中誌 Web を用いて「発達性 Gerstmann 症
候群」あるいは「発達性ゲルストマン症候群」をキーワードに検索した。ヒットした文献（学会抄録は除く）
の中から、手指失認を判定している文献を選択し、さらにこれらの論文末尾の引用文献の中から本研究




Table 1 の文献は発行順に番号を付与して並べられている。Table 左端の整理番号 1（以下、本文中、
整理番号は、たとえば 1 番なら［1］と、［ ］に整理番号を入れて表記する）の Kinsbourne & Warrington
（1963a）8）の論文を嚆矢として、DGS を主題とした論文は、1970 年代、80 年代、90 年代、さらに 2000
年以降もコンスタントに発表されていることがわかる。ただ、研究数は極めて少なかった。今回の検索
から漏れた論文もあるだろうが、傾向としては、DGS は SLD 周辺の障害 3）ながら、SLD のように研究
者の関心を集めることもなく、50 年以上にわたり、非系統的に研究されてきたと言えるだろう。
研究スタイル・対象年齢・概要
Table 1 からわかるように、研究スタイルは殆ど（18/20 本）が症例報告であった。その中には純粋な
DGS 症例の報告［2］のほか、DGS と他の精神神経疾患（てんかん［5］［13］、多発性硬化症［11］、小児髄
芽腫［3］、Asperger 障害［17］、学習障害［6］［8］［16］［18］）や染色体異常（Fragile X 症候群［10］）の合併
例が含まれていた。すなわち Kinsbourne & Warrington（1963a）8）が指摘したように、DGS は単独でも、
他の障害との合併でも現れるということである。さらに、DGS は四徴ではなく、色々な組み合わせで
出現することが指摘 3）4）されており、事実、［11］［13］では書字障害を欠く「三徴」であった。 
実証研究は 2 つ（［6］［10］）みられた。一つは、計算障害のある児を、読字能力の高低で 2 群に分け、
両群間の手指認知能力に差が認められないことを示した研究 13）［6］であり、もう一つは、Fragile X 症候
群の女性患者（ヘテロ接合型）の 2/3 以上が DGS の症状を呈することを明らかにした研究 17）［10］であっ
た。
対象年齢に関しては、7 － 13 歳の年齢を対象にした研究が多く、この年齢域が DGS の診断がもっと
も行われやすいことがわかる。他方、4 歳 8 ヶ月から 10 歳まで長期観察を行った研究 5）［20］や成人 17）
25）26）［10］［18］［19］を対象とした研究もみられた。
手指失認検査と判定法
Table 2 は各論文で採用されていた検査法と判定法（基準）をまとめたものである。Table 2 の左端には
Table 1 と同様の順に整理番号が付与されている。また、Table 2 の中で示された代表的な手指失認検査
法について、それらが紹介された元文献等に記載された検査法を、書かれていた通りにできるだけ忠実
に記述したのが Table 3 である。Table 2 をみると、手指失認が認められた事実のみの記述に留まり、そ






させる finger naming test （Table 3）であり、計 14 本の論文において本検査が採用されていた。この中の 2
本の論文［13］［20］では、finger naming test 単独で手指失認が判定されていた。



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































two point finger test（二点指識別検査）（Kinsbourne & Warrington, 1963b）27）
検査者は被検者の同じ指か異なった指の 2 点を同時に触れ、何本（1 本あるいは 2 本）の指を触れられているかを返答させる。「私
が触っている指の数は何本ですか？一本ですか二本ですか？」と尋ねる。返答が得られるまで触り続け、その後、返答の正誤を




は行わない。8 試行中 6 試行以上正答した場合を「通過」とする。
in between test（指間指数検査）（Kinsbourne & Warrington, 1963b）27）
検査者は被検者の 2 本の指を同時に触れ、触れられた指の間に何本の指があるかを被検者に返答させる。具体的には、「私が触っ
ている指の間に何本の指がありますか？中に何本ありますか？」と尋ねる。被検者が返答するまで触り続ける。返答の後、返答
の正誤を視覚的に確認させる。各手につき 4 試行、計 8 試行行う。指の触り方は不規則に行う。ただし、両手ともに正答が「0」
が 1 回、「1」が 2 回、「2」が 1 回含まれるようにする。検査に先立ち、被検者の理解を促す目的で、開眼で「今、間に何本の指が
ありますか？この場合は何本ですか？」と質問し、被検者が課題内容を確実に理解していることを確認する。理解が不十分な状
態では検査を始めない。8 試行中 6 試行以上正答の場合を「通過」とする。





finger identification test（手指図同定検査）（Benton, 1959）28）
片手を開扇して机上に置かせ、児の正面にはその手と同側の手指図を置く。ボール紙のつい立てで視界を遮りながら、1 本あ
るいは 2 本の指に触れる。触れられている指を対側の手指で図示させる。
finger localization test（手指位置検査）（Benson & Geschwind, 1970）9）
片手を目の前に開扇して机上に置かせ、対側の手は背中側に（被検者からは見えないように）置かせる。検査者は被検者の背中
側に置かれた手指の何れかの指を触り、対側、すなわち被検者の目の前の手の対応する指を挙上させる。
naming of single fingers（被検者自身の手）（Poeck & Orgass, 1969）29）
検査者は被検者の指を指し示し、被検者にその指を呼称させる。その際、検査者は被検者の指に直接触れないよう注意する。
両手で 16 試行実施する。
naming of single fingers（図の手）（Poeck & Orgass, 1969）29）
検査者は図に描かれた手の指を指し示し、被検者にその指を呼称させる。両手で 16 試行実施する。
understanding of finger names（被検者自身の手）（Poeck & Orgass, 1969）29）
検査者は一本の指を呼称し、被検者に自身の該当する指を動かして示させる。両手で 16 試行実施する。
understanding of finger names（図の手）（Poeck & Orgass, 1969） 29）
検査者は一本の指を呼称し、被検者にその指を図示させる。両手で 16 試行実施する。
finger naming test に次ぐ高い頻度で用いられたのは Kinsbourne & Warrington（1963b）27）が開発した 3
検査（two point finger test、 in between test、 wooden block test）であった。3 検査すべて、あるいはそれらの
中の一つないし二つを実施した研究は計 6 本みられた。
Kinsbourne & Warrington（1963b）27）は、finger naming test のように言語能力が要求される検査は言語発
達に躓きがある対象者には適さない点を考慮し、言語能力の介入を最小限に抑える意図でこれら 3 検査
を考案したのである。これらの検査と同様、言語能力すなわち呼称や指名の理解を求めない検査には、
Table 3 に示すように、Benton（1959）28）による finger identification test や Benson & Geschwind（1970）9）が
考案した finger localization test がある。前者は［6］、後者は［2］［10］の文献で使用されていた。
多くの研究で複数の検査を組み合わせていた。最も多かった組み合わせパターンは finger naming test
と understanding of finger names（Poeck & Orgass、196929）；Table 3 参照）の組み合わせであった（計 5 本が
該当）。understanding of finger names（指の名の理解）は検査者が口頭で教示した指の名を理解し、それに
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該当する指を動かして返答する検査である。finger naming test と understanding of finger names はともに
言語能力が求められる。したがって、finger naming test 単独ないしこれら 2 検査の組み合わせから手指
失認を判定する場合、どうしても言語能力の影響を受けることになる。一方、finger naming test と
Kinsbourne & Warrington（1963b）27）の 3 検査（あるいはその一部）を組み合わせた研究も計 4 本（［7］［8］［9］
［12］）みられた。これらは、” 言語系 ” と ” 非言語系 ” 検査を組み合わせて多角的に手指失認を判定しよ
うとしたものである。Table 2 をみると、これら 4 つの研究の判定法は何れも、正答率や判断の基準に
された根拠（Kinsbourne & Warrington（1963b）27）による健常児の手指認知能力の発達データ）が明示され
ているなど、具体的かつ客観的に記述されていた。 なお、 スペインの Fournier, García Peñas, Gutiérrez-
Solana, & Ruiz-Falcó Rojas（2000）22）［15］の研究では “ 非言語系 ” の検査である Luria DNI の下位検査
（subtest 4）が使用されていた。
手指失認検査の留意点
上述のように、finger naming test と understanding of finger names の 2 検査は何れも音声言語能力が求
められるため言語発達に躓きのある対象者には適さない。その意味で、finger naming test 単独ないしこ
れらの検査の組み合わせで手指失認の存在を判定することには無理があり、これらの検査に言語能力を
あまり要さない “ 非言語 ” 的な検査を加えるのが適切と考えられる。
また、検査結果の示し方では、単に「呼称できなかった」「間違えた」などの主観的記述ではなく、正
答率等の数値を用いた具体的で客観的な提示が必要である。Kinsbourne & Warrington（1963b）27）は two 





Kinsbourne & Warrington（1963a）8）は上記 3 検査において 7 歳 5 ヶ月で 95％の児が基準に達した（通過
した）ことから、 顕著な知的能力障害がなく、手指の識別の困難さがあるとき、8 歳を開始年齢にして手
指失認を判断することが妥当であると指摘した。換言すれば、8 歳よりも低年齢では検査の精度が低く、
手指失認の判定は難しいと言うことである。筆者 7）も健常児を対象に finger naming test、two point finger 
test、in between test 及び finger identification test の 4 検査を実施し、これらの中で、小学校 1 年生（6.3 － 7.3
歳）の時点で通過率が 95％を超えるのは two point finger test のみで、残りの 3 検査の小学校 1 年におけ
る通過率は 50 － 70％に留まることを明らかにした。したがって 8 歳より前の年齢では手指失認検査の
精度は低いと考えるのが妥当だろう。
DGS の手指失認の判定における留意点をまとめると、（ⅰ）“ 言語 ” と “ 非言語 ” の両面から複数の手
指失認検査を試みること、（ⅱ）検査結果は、正答率などの数値を用い、具体的かつ客観的に示すこと、（ⅲ）
健常児の手指認知能力の発達データの存在する検査では、可能な限りそのデータとの比較で判定を行う
こと、（ⅳ）8 歳より低年齢では手指失認検査の精度は低いこと、の 4 点になる。 
今後の課題
近年では GS 四徴の基礎に心的イメージの操作障害がある 37）とされている。これが DGS にも該当す
るとすれば、手の形態や操作のイメージに着目した検査法が今後求められる可能性がある。
DGS は不全型が少なくない 3）4）ため、DGS という疾患単位ではなく、徴候（手指失認、左右弁別障害、
計算障害、書字障害、構成失行）を基本単位にしたほうが実態に即しているようにも思われる。Table 1、
Table 2 の［10］に示す Grigsby, Kemper, Hagerman, & Myers （1990）17）が用いた「DGS を示唆する sign（徴候）」
すなわち “Gerstmann sign” はその一例である。Gerstmann sign の中の手指失認と左右弁別障害は soft 
neurological signs（SNS）でもある。このことは、手指失認や左右弁別障害は、計算障害や書字障害と関連
した SNS である可能性を示唆しており、実際、こうした考えに立脚した研究が少なからずみられる 39）40）。
計算や書字など高次機能の予測変数としての手指認知能力の意義を検討する研究が今後増加するとすれ
ば、手指失認（認知）検査の方法論がより問われることになるだろう。
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subjective adjustment for undergraduate female students
Junichi SATO
Department of Psychology and Social Welfare, School of Letters
Mukogawa Women’s University
Abstract
The relations among Jungʼs psychological types, mental health, and subjective adjustment for undergradu-
ate female students were investigated.  Undergraduate female students （n = 256） completed the Jung Psy-
chological Types Scale （JPTS） and General Health Questionnaire 28 （GHQ 28）, whereas another female 
students （n = 240） completed JPTS and the subjective adjustment scale （Among 240 students, 153 students 
completed all scales）.  Results indicated that “anxiety and sleeplessness” and “tendency of depression” 
scores on the GHQ 28 were significantly lower in introverted feeling types than extraverted feeling types. 
Total scores on the subjective adjustment scale were significantly lower in introverted feeling or sensation 
types than extraverted feeling or intuition types.  These results suggest that the introverted feeling types of 














































この 2 つの一般態度と 4 つの心的機能の組み合わせにより、外向思考（Extraverted Thinking: ET と略）
タイプ、内向思考（Introverted Thinking: IT と略）タイプ、外向感情（Extraverted Feeling: EF と略）タイプ、
内向感情（Introverted Feeling: IF と略）タイプ、外向感覚（Extraverted Sensation: ES と略）タイプ、内向感
覚（Introverted Sensation: IS と略）タイプ、外向直観（Extraverted Intuition: EN と略）タイプ、内向直観
（Introverted Intuition: IN と略）タイプができあがる。
これまで、とりわけ北米を中心とした国外において、MBTI（Myers-Briggs Type Indicator）を用いたタ
イプ論の実証研究が蓄積されている （Myers，McCaulley，Quenk & Hammer，1998）。非臨床群を対象と
した調査では MBTI の内向得点と各種の抑うつ尺度との間に正の相関が認められている（Myers & 
McCaulley，1985）。また、単極性うつ病患者を対象とした調査からは、臨床群は対照群よりも一般態度
では内向タイプ、心的機能では感情タイプと感覚タイプの出現が対照群よりも有意に多くみられること、
また MBTI の 16 タイプに分類すると ISFP（内向 - 感覚 - 感情 - 知覚）が全体の 29％、ISFJ（内向 - 感覚 -
感情 - 判断）が 15%、INFP（内向 - 直観 - 感情 - 知覚）が 15％を占めることから IF タイプの割合が高く、
対照群と比べても多いことが報告されている （Janowsky，Hong & Morter，1998）。別の抑うつ患者を対
象とした調査結果でも ISFJ と ISFP の割合が高いことが報告され（Bisbee，Mullary & Osmond，1982）、
IF タイプを抑うつ発症の脆弱性要因と仮定してもおかしくないと述べられている 1。
一方、国内では非臨床群の大学生を対象とした調査から、心理学的タイプの測定尺度（Jung 
Psychological Types Scale、以下 JPTS）の「外向 - 内向」は NEO-FFI の神経症傾向（neuroticism）との間に負
の関連を示し（佐藤，2005）、心理学的タイプに類型化すると IF タイプは EF、EN タイプよりも神経症
傾向を高く示した（佐藤，2007）。もっとも、この 5 因子モデルの神経症傾向は一般的なパーソナリティ





















































a） JPTS（佐藤，2005）　一般態度の「外向－内向」（Extraversion-Introversion; 以下 E-I）、判断機能の「思
考－感情」（Thinking-Feeling; 以下 T-F）、知覚機能の「感覚－直観」（Sensation-Intuition; 以下 S-N）という
3 下位尺度に 9 項目対ずつ、計 27 項目対から構成されている。JPTS の特徴は、Jung 派分析家 2 名によ
る内容妥当性（佐藤，2005）や、心理学的タイプの類型化による併存妥当性（Sato，2017）など、信頼性な
らびに妥当性が確認されている。回答形式は、Jung の対極性の概念に基づき、項目対（a，b）について、「a
にまったく当てはまる」から「b にまったく当てはまる」までの双極型の 7 件法である。得点化は、E か
ら I、T から F、S から N の方向に 7 点から 1 点を与える。たとえば、「E － I」得点が高くなるほど外向
的で、低くなるほど内向的であることを示す。
b） 日本版精神健康調査票 28 項目短縮版（The　General　Health　Questionnaire　28 :GHQ28 と略）　神
経症者の症状把握、評価、発見のためのスクリーニング検査であり、健常の範囲から変化した症状の発
見に主眼が置かれている。「身体的症状」、「不安と不眠」、「社会活動障害」、「うつ傾向」の各 7 項目、計




10 項目、「被信頼・受容感」6 項目、「課題・目的の存在」7 項目、「拒絶感の無さ」6 項目である。回答
形式は、「全く当てはまらない」から「かなり当てはまる」までの 5 件法である。
調査の対象と手続き
調査協力者は、JPTS と GHQ28 を私立文系の大学学部生および短期大学部生 240 名（女性。平均年齢
19.1 歳、SD=0.91。1 回生 146 名、2 回生 94 名）、JPTS と青年用適応感尺度を大学生 256 名（女性。平均
年齢 19.2 歳、SD=0.87。1 回生 113 名、2 回生 143 名）であった（うち 153 名がすべての尺度を回答）。必
要な倫理的手続きを行ったうえで、集団法により実施した。
結　果
JPTS、GHQ28、青年用適応感尺度の記述統計量を求めた（Table 1 参照）。JPTS の下位尺度ならびに青
年用適応感尺度のα係数はいずれも 0.80 以上であった。GHQ28 のα係数は身体的症状が 0.70 を下回っ
たが、ほかは 0.70 以上であった。中川・大坊（1985）によると GHQ28 の区分（臨界）点は合計 5/6 点だが、
大学生を主とする青年期では合計得点の平均値が高くなる（6.6 ～ 7.8 点）。それと比べると本結果の
GHQ 合計平均値はやや高かった。
なお、学年別の GHQ28 合計の平均値（SD）は、1 回生 7.87 （5.82）、2 回生 9.17 （5.80）であり、青年用
適応感尺度合計の平均値（SD）は、1 回生 88.11 （16.55）、2 回生 88.85 （16.00）であった。それぞれ学年別
で t 検定を行ったが、有意差は認められなかった（t（238）=1.57, t（254）=0.36; ともに n.s.）。
Table 1
JPTS, GHQ28、青年用適応感尺度の項目数、平均値、標準偏差、α係数
尺度名　 項目数 最小値 最大値 平均 SD α係数
JPTS a）
E-I 9 9 57 29.07 9.61 0.83
T-F 9 9 58 26.71 9.01 0.85
S-N 9 9 62 34.94 8.67 0.81
GHQ28 a）
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身体的症状 7 0 7 2.86 1.79 0.64
不安と不眠 7 0 7 2.87 2.00 0.72
社会活動障害 7 0 7 1.43 1.67 0.70
うつ傾向 7 0 7 1.28 1.88 0.84
合計 28 0 26 8.44 5.83 0.92
青年用適応感尺度 b）
居心地の良さ 9 11 45 32.85 6.94 0.89
被信頼感・受容感 7 11 35 26.00 5.31 0.88
課題・目的の存在 6 6 30 17.55 4.61 0.84
拒絶感の無さ 6 3 24 14.27 4.27 0.81
合計 28 34 129 90.66 16.40 0.92
a）N=256、b）N=240
JPTS の下位尺度と GHQ28 合計の相関係数を求めたところ、JPTS の「E-I」と GHQ28 の「合計」との間
にやや弱い有意な負の相関（r=-.190; p<.01）がみられたが、それ以外は無相関であった。次に、JPTS の
下位尺度と青年用適応感尺度の相関係数を求めたところ、JPTS の E-I と青年用適応感尺度の「居心地の
良さの感覚」、「被信頼・受容感」、「合計」との間に弱い程度の正の相関（それぞれ、r=.309, r=.353, 
r=.309; すべて p<.001）、JPTS の「T-F」と青年用適応感尺度の「居心地の良さの感覚」との間に弱い程度の
負の相関が認められた（r=-.243; p<.01）。
次に、調査協力者を 8 つの心理学的タイプに判別した。まず、E-I、T-F、S-N の下位尺度得点から E/
I タイプ、T/F タイプ、S/N タイプの類型化を行った。 それぞれの下位尺度得点は連続体であるため、
理論上の中央値（項目ごとに 4 点、下位尺度合計では 36 点）を基準とし、E-I 得点、T-F 得点および S-N
得点が 37 点以上ならそれぞれ E、T、S タイプ、35 点以下なら I、F、N タイプ、36 点なら判別不可と
した（Sato，2017）4。次に、一般態度と心的機能を組み合わせた 8 つの心理学的タイプに判別するため、
T-F と S-N について中点からの絶対値得点をそれぞれ求め、得点の高い機能を優越機能、低い機能を補
助機能とし、同点であれば判別不可とした。そして、一般態度と優越機能を組み合わせて 8 つの心理学
的タイプに分類した。
その結果、JPTS と GHQ28 の回答者は、判別不可となった人を除くと、ET タイプ 5 名、EF タイプ
38 名、ES タイプ 5 名、EN タイプ 8 名、IT タイプ 7 名、IF タイプ 116 名、IS タイプ 28 名、IN タイプ
21 名であった。JPTS と主観的適応感尺度の回答者は、判別不可となった人を除き、ET タイプ 5 名、
EF タイプ 37 名、ES タイプ 3 名、EN タイプ 13 名、IT タイプ 7 名、IF タイプ 124 名、IS タイプ 33 名、
IN タイプ 20 名であった。ET タイプ、ES タイプ、IT タイプの人数はどちらも 10 名未満であったため、
今回の分析対象から省いた。
心理学的タイプを要因とする GHQ28 得点の分散分析を行った（Table 2 参照）。その結果、GHQ28 の「不
安と不眠」、「うつ傾向」に心理学的タイプの主効果が認められた（F （4,206）=3.09, F （4,206）=2.58; とも
に p<.05）。等分散の場合は Tukey の HSD 法、等分散でない場合は Games-Howell 法による多重比較を行っ
た結果、IF タイプは EF タイプより「不安と不眠」、「うつ傾向」が有意に高かった。
心理学的タイプを要因とする青年用適応感尺度得点の分散分析を行った（Table 2 参照）。その結果、「居
心地の良さの感覚」、「課題・目的の存在」、「被信頼・受容感」、「合計」において心理学的タイプの有意
な主効果が認められた（F （4,222）=6.45, p<.001; F（4,222）=3.45, p<.01; F （4,222）=5.575, p<.001, F （4,222）
=6.45, p<.001）。多重比較の結果、「居心地の良さの感覚」については EF タイプが IF、IS タイプより高く、
EN タイプは IS タイプよりも高かった。「課題・目的の存在」については EF、EN タイプが IS タイプよ
り高かった。「被信頼・受容感」と「合計」については EF、EN タイプが IF、IS より高かった。
4 理論上の中央値を心理学的タイプの判別基準としたのは，MBTI や GW/JTS （Wheelwright, Wheelwright & Buehler, 
1964） と同様である。






尺度名 EF a） EN b） IF c） IS d） IN e） F 値 下位検定結果
GHQ28
身体的症状 平均 2.68 3.00 3.09 2.86 3.14 0.44
SD 1.71 2.45 1.77 1.78 1.82 
不安と不眠 平均 2.05 3.00 3.33 2.82 2.90 3.09 * IF>EF
SD 1.80 2.51 1.94 2.16 1.84 
社会活動障害 平均 0.95 2.13 1.49 2.00 1.57 1.90
SD 1.64 2.80 1.51 1.98 1.86 
うつ傾向 平均 0.53 1.50 1.53 1.18 2.00 2.58 * IF>EF
SD 1.31 2.51 2.03 1.91 2.26
合計 平均 6.21 9.63 9.43 8.86 9.62 2.36 †
SD 5.09 9.20 5.46 6.35 6.79
青年用適応感尺度
居心地の良さ 平均 36.57 36.31 31.73 29.82 32.25 6.44 *** EF>IF, IS
SD 6.68 6.20 6.39 6.55 7.67 EN>IS
課題・目的の存在 平均 26.81 27.92 24.97 23.94 27.15 3.45 ** EF, EN>IS
SD 4.73 4.70 4.57 4.40 6.21
被信頼・受容感 平均 19.16 20.54 16.19 16.18 16.90 5.57 *** EF, EN>IF, IS
SD 4.57 3.93 4.25 4.28 5.76
劣等感の無さ 平均 15.30 14.54 13.27 14.88 14.80 2.39 †
SD 4.20 2.99 4.17 4.48 4.79
合計 平均 97.84 99.31 86.16 84.82 91.10 6.05 *** EF, EN>IF, IS
SD 17.14 13.49 14.16 16.21 21.32
† p<.10, *p<.05, **p<.01, ***p<.001
a）JPTS と GHQ28 は N=38, JPTS と青年用適応感尺度は N=37
b）JPTS と GHQ28 は N=8, JPTS と青年用適応感尺度は N=13
c）JPTS と GHQ28 は N=116, JPTS と青年用適応感尺度は N=124
d）JPTS と GHQ28 は N=28, JPTS と青年用適応感尺度は N=33
e）JPTS と GHQ28 は N=21, JPTS と青年用適応感尺度は N=20
考　察
心理学的タイプ別に精神的健康を検討したところ、心理学的タイプによって精神健康状態は異なり、
IF タイプは EF タイプよりも不安と不眠、うつ傾向を高く示した。また、心理学的タイプ別に主観的適


















おり、従来の理論的知見を明確にしたと言える。GHQ28 の大学生の平均値範囲（6.6 点～ 7.8 点）（中川・
大坊，1985）と比べると、本結果のなかでその範囲内にあるのは EF タイプのみであった。感情機能が
他者の価値に方向付けられることは周囲との一致を感じやすく、また感情が外に向かうことはさまざま















また、EN タイプは EF タイプとともに主観的適応感を高く示した。EN タイプは外的なことがらに対
してすべての人が認めている現実的な価値ではなく可能性を求めて行動すると言われる（河合，1967）。
事実よりも可能性の知覚を追求する直観機能が外界に向かうため、未知なる環境にも臆せずに入り込み、








なお、IF タイプの該当者が多くなることへの対応として、先の MBTI の知見でも単極性うつ病患者
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武庫川女子大学紀要
スクールソーシャルワーカーの有用性に関する考察
半 羽　利 美 佳
（武庫川女子大学文学部心理・社会福祉学科）
Usefulness of Social Workers in Schools
Rimika HANBA
Department of Psychology and Social Welfare, School of Letters
Mukogawa Women’s University
Abstract
The Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology has been allocating school social 
workers to schools since 2008 to assist children with various issues.  In addition, the Cabinet decided to ap-
portion about 10,000 school social workers in 2019, thus placing one school social worker in every public ju-
nior high school district.  However, since most schools are still confused about the purpose of this move, 
school social workers have not been effectively utilized.
 This study attempts to identify why teachers hesitate to work with school social workers and what roles 
the social workers should play in school.  Factors that influence or cause confusion in teachers are follows: 
（1） The difference between student guidance from teachers and from social workers is unclear, and there is 
confusion regarding role sharing; （2） Teachers consult with school social workers on case only as a last re-
sort. Regardless of the severity or content of the case, intervention from school social workers in the assess-
ment of an incident from an early stage is important. In addition, emphasizing child advocacy and support for 
independence as a unique viewpoint of school social work also leads to the promotion of understanding 












その後、2000 年に兵庫県赤穂市、茨城県結城市、2001 年に香川県、千葉大学付属小学校、2005 年に




カー活用事業が始まり、同年度内には全国 45 都道府県 141 地域にスクールソーシャルワーカーが配置






じめ対策等総合推進事業」（文部科学省 2013 年）、「ニッポン一億総活躍プラン」（厚生労働省 2016 年）、
「ひとり親家庭・多子世帯等自立応援プロジェクト」（厚生労働省 2016 年）、不登校、児童虐待防止対策、
さらには「チームとしての学校」（文部科学省 2016年）等の過程の中で、2014年にスクールソーシャルワー
カーを 5 年で約 1 万人に増やすことが閣議決定されている。2019 年度である今年度がまさにその完成









約 20 年前にすでに 1 万 8000 人のスクールソーシャルワーカーが活動していたアメリカでは、スクー
ルソーシャルワーカーが、様々なニーズをもつ子どもたちの支援を行う学校スタッフの一員として機能
している。この背景には、1990 年に制定された障害児教育法（Individuals with Disabilities Education Act、



























































































































































































































































































































































Allen-Meares, P., Washington, R.O., Welsh, B.L.（2000） Social Work Services in Schools （3rd ed.）, Allyn & Bacon.
受理日　2019 年 12 月 6 日
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A new tool for assessing numerical data 
from the retrospectively drafted lines
Ippei TAKENAKA, Takashi SUZUKI* and Naoya TABATA**
Mukogawa Women’s University, * Kochi University of Technology, ** Aichi Gakuin University
Abstract
In this study, we suggested the Searching Continuous Line （SECLINE） method to measure dynamic 
changes in psychological variables directly from retrospective line graphs drawn by participants. We assessed 
the reliability and validity of the method by using the K6 screening scale （Kawakami et al., 2004）, which 
measured depressive psychological states. In Study 1, we asked undergraduates （n＝44） to complete retro-
spective questionnaires to rate the K6 items by using a Likert-type scale as well as the SECLINE method. In 
Study 2, we asked undergraduates （n＝79） to complete retrospective questionnaires as with Study 1, which 
involved a distractor task between a Likert-type scale and the SECLINE method, and order effect was coun-
terbalanced. Cronbachʼs α for the K6 scores measured using the SECLINE method was above.80 in both 
studies. Moreover, in both studies, the K6 scores measured by a Likert type scale and the SECLINE method 
showed high correlations. These results indicated that the K6 scores measured using the SECLINE method 














者は、縦軸に “ 良い―悪い ” の程度、横軸に過去から未来までの時間が示されたグラフ上に、過去の印
象的な出来事をプロットし、そのプロットを結んだ折れ線グラフを描画するように求められる。横軸は
明確な区分はなされておらず、回答者が自由に時間幅を変化させる場合（山田，20046））もあるため、描


















の明確な変化の個数を数え、その転換点の数を量的変数として分析する。IGF 法（inner graphic formula 
method；石桁・岩崎，19903））では、回答者は、縦軸を “0” から “100” までのやる気の程度、横軸を等間
隔に目盛りが割り振られた任意の時間としたグラフ上に曲線を描画するように求められる。石桁・岩崎 








近 1 年間の抑うつ状態の変動を測定するために、3 ヶ月間ごと計 4 回の回想を求め、それぞれの時点に
おける抑うつ状態の数値を測定し、4 時点分の抑うつ状態の推移データを得ようとしたとする。一方、
回答者にとっては、例え最初の 3 ヶ月に抑うつ状態が変動する経験を多くしていたとしても、質問紙上
で回答できる箇所は 1 箇所であり、その経験は 1 つの回答としてしか回答することができない。そのた
め、研究者は、得ようとしていた変動を十分に測定できないことになる。このジレンマは、回想する時
点を増やせば解消することができるが、回想する時点数と回答者の負担とはトレードオフ関係にある。
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戦争捕虜の体験（Port, Engdahl, & Frazier, 2001）12）や幼児時の虐待被害体験（Dube, Williamson, Thompson, 





本研究では、Secline 方式によって測定する心理変数として、K6（Furukawa, Kessler, Andrew, & Slade, 
200315）；川上・近藤・柳田・古川，200416））を取り上げる。K6 は、抑うつ状態、特に気分・不安障害の
スクリーニングを目的として開発された尺度であり、約 1 ヶ月間の経験を尋ねるものである。K6 を取
り上げる理由は以下の 3 点である。第 1 に、抑うつ状態が時間的に変動すると考えられることから（坂本，
201017））、Secline 方式による測定に合致しているためである。第 2 に、K6 は、川上他（2004）16）により
信頼性と妥当性が確認されており、標準化され広く使用されているためである。第 3 に、項目数が 6 項
目と少なく、線の描画に伴う回答者の負担を軽減できるためである。
本研究では、K6 の 6 項目についてそれぞれ線の描画を求め、それらを数値化した上で、信頼性と妥
当性を検証する。ここで検証する信頼性と妥当性は、K6 の項目内容のものではなく、Secline 方式によ
る測定値の信頼性と妥当性である。回答者に対して、心理尺度の各項目について、2 次元グラフ上に線






が確認されている K6 の項目を使用して、評定法と Secline 方式とで同程度の信頼性（α係数）が得られ
れば、Secline 方式は、評定法と同様に安定して K6 の項目内容を測定可能であると考えられる。また、








調査対象者　2008 年 12 月 21 日に大学生 44 名（男性 20 名、女性 24 名、平均年齢 19.5 歳）を対象とし
て質問紙調査を行った。対象となった大学生は、11 月 20 日から 26 日が定期試験期間であった。
手続き　評定法によって短期的な抑うつ状態を測定する K6（川上他，2004）16）の 6 項目について尋ね、
その後 Secline 方式によって同様の 6 項目について線の描画を求めた。使用した 6 項目は、“ 何をする
のにも骨折りだと感じる ”、“ 神経過敏に感じる ” 、“ 絶望的だと感じる ”、“ 自分は価値のない人間だ
と感じる ”、“ そわそわ、落ち着かなく感じる ”、“ 気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れないよ
うに感じる ” であった。使用した選択肢は、K6 の信頼性・妥当性の検証の際に使用されたものと合わせ、
“ 全くない ”、“ 少しだけ ”、“ ときどき ”、“ たいてい ”、“ いつも ” の 5 件法であった。
Fig.1 Secline方式による質問項目の例（横72mm，縦140mmの描画領域；B4用紙に４つ配置した）
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評定法による K6の測定　K6 の評定は、調査実施日である 12 月 21 日からさかのぼって、約 40 日間
を約 10 日ごと 4 期間に区切り、その各期間での回答を求めた。具体的には、第 1 期が “11 月 11 日から
20 日 ”、第 2 期は “11 月 21 日から 30 日 ”、第 3 期は “12 月 1 日から 10 日 ”、第 4 期は “12 月 11 日から
12 月 21 日 ” であった。回答者は 4 期間について 6 項目ずつ答えるため、合計で 24 項目に回答した。
Secline方式による K6の測定　K6 の 6 項目について、線を描画することで回答を求めた。まず、各
項目で、6 枚のグラフ用紙を用意した（Fig.1）。グラフ用紙は、縦軸に評定法と同様の 5 件法の選択肢を





その後、画像認識ソフトウェアを用いて、1 本の線を 200 個のドットに分解し、各ドットの横軸からの
高さを変数として数値化した。数値は 0―4 点に分布し、1 本の線について 200 個の数値が得られた。
結果と考察
記入漏れや回答の不備があった 4 名を除き、分析対象者は 40 名（男性 16 名、女性 24 名）であった。
研究 1、2 共に統計解析には、統計ソフト IBM SPSS Statistics 19 を用いた。
信頼性の検討　K6 の 6 項目について、川上他（2004）16）に従い、“ 全くない ” から “ いつも ” までを 0
―4 点と得点化した。評定法による K6 について、各期のα係数を算出したところ、第 1、2 期は .78、
第 3 期は .88、第 4 期は .84 であった。また、Secline 方式による K6 について、200 時点のα係数をそれ
ぞれ算出したところ .80―.86 であった。したがって、K6 について Secline 方式によって描画された線は、
評定法と同様に高い内的一貫性をもつことが示された。そこで、評定法と Secline 方式それぞれについて、
6 項目の合計得点を算出し尺度得点とした。なお、Secline 方式と評定法との比較をするため、Secline
方式で数値化した 200 時点の得点のうち、評定法と同様の 4 期間に含まれるものをそれぞれ平均し、4
期の尺度得点を求めて後の分析に用いた。
妥当性の検討　K6 の尺度得点 （Fig.2）は、全体的にみると、試験期間直前である第 1 期から右下がり
の推移を示していた。K6 の回答を 0―4 点と得点化した場合の重症精神障害のカットオフポイントは
13 点、一般レベルの心理的ストレス評価は 5 点（川上他，2004）16）であり、ストレスフルな試験期間中
であることを考えれば、妥当な値の変化であると考えられる。続いて、評定法と Secline 方式との一致
の程度を検討するために、相関係数を算出した。その結果、第1期（r＝.74，p＜.01）、第2期（r＝.83，p＜.01）、




Fig.2 Secline 方式と評定法による K6 の得点と両手法の得点の相関係数（研究 1）
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研究 1のまとめと問題点　研究 1 では、Secline 方式によって測定した K6 の得点が十分に高いα係数
を示すことと、評定法と Secline 方式のそれぞれで測定した K6 の尺度得点が強い正の相関を示すこと




れる。そこで研究 2 では、記憶の影響を低減させた上で研究 1 の結果を再確認する。
研究 2
目　的





調査対象者　2014 年 12 月 13 日に大学生 79 名（男性 65 名、女性 13 名、不明 1 名、平均年齢 18.9 歳） 
を対象として質問紙調査を行った。対象となった大学生は、11 月 25 日から 12 月 2 日にかけて定期試
験期間であった。
手続き　使用した尺度は、研究 1 と同様の K6 であった。調査は、90 分の大学の授業の前後に、それ
ぞれ 1 回ずつ実施した。回答者には、授業前の調査において、ランダムに決められた評定法もしくは




評定法による K6 の測定　K6 の 6 項目について、研究 1 と同様に回答を求めた。K6 の評定は、調査
実施日である 12 月 13 日からさかのぼって、約 40 日間を 10 日ごと 4 期間に区切り、その各期間での回
答を求めた。具体的には、第 1 期が “11 月 1 日から 10 日 ”、第 2 期は “11 月 11 日から 20 日 ”、第 3 期
は “11 月 21 日から 30 日 ”、第 4 期は “12 月 1 日から 12 月 10 日 ” であった。










信頼性の検討　K6 の 6 項目について、研究 1 と同様に得点化した。評定法による K6 について、各
期のα係数を算出したところ、.87―.89 であった。また、Secline 方式による K6 について、200 時点の
α係数をそれぞれ算出したところ .83―.90 であった。研究 1 と同様に Secline 方式による K6 のα係数
は十分に高かった。そこで、評定法と Secline 方式それぞれについて、研究 1 と同様に 6 項目の合計得
点を算出し尺度得点とした。
妥当性の検討　K6 の尺度得点（Fig.3）は、全体的にみると、定期試験期間である第 3 期に向けてやや
上昇し、その後低下する推移を示していた。研究 1 に比べればやや値は低かったが、試験期間に合わせ
て変化する妥当な値であると考えられる。続いて、評定法と Secline 方式との一致の程度を検討するた





こで、Secline 方式による合計得点について 4 期の標準偏差を回答者ごとに算出し、その高群（n＝35，
標準偏差の平均 0.45、標準偏差 0.23）と、低群（n＝44，標準偏差の平均 0.07，標準偏差 0.06）とで、それ











する手法として、Secline 方式を提案することであった。抑うつ状態を測定する尺度である K6 を用いて
2 つの研究を行い、Secline 方式による測定値の信頼性と妥当性を検討した。
Secline方式による測定値の信頼性　本研究では、評定法による 4 期間のα係数と、Secline 方式によ
る 200 時点のα係数とを算出した。その結果、α係数の最小値は評定法では .78 であり、Secline 方式で
は .80 であった。本研究において、川上他 （2004）16）と同様の評定法で測定した K6 のα係数は十分に高
く、K6 の内的一貫性の高さが再確認されたといえる。加えて、Secline 方式によって測定した K6 は、
研究 1、2 共に評定法と同程度に高いα係数を示した。K6 の測定値について、評定法でも Secline 方式
でも共通して高いα係数が示されたことから、Secline 方式によって描かれた線は、少なくとも評定法
と同程度に安定して、回答者の抑うつ状態を測定可能であると考えられる。
Secline方式による測定値の妥当性　研究 1 では、評定法と Secline 方式との相関係数を算出し、4 期
全てにおいて相関係数が高いことを示した。研究 2 では、研究 1 の方法論上の問題点を解消した上で、
研究 1 と同様に、評定法と Secline 方式とで強い正の相関関係がみられることを示した。加えて、4 期
の K6 得点の標準偏差を回答者ごとに算出し、その高低で群分けをした上で、それぞれの群別に評定法
による K6 の値と Secline 方式による K6 の値の相関係数を算出した結果、低群の方が高群よりもやや弱
くなっていたものの、いずれも強い正の相関がみられた。
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また、本研究では、評定法との比較を目的としたため、Secline 方式によって数値化された 200 時点




1）本研究の一部は、日本心理学会第 73 回大会、日本青年心理学会第 20 回大会で報告されている。








本研究の実施にあたり、調査にご協力頂いた法政大学現代福祉学部 教授 服部 環先生、またご助言を
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Ａ mermaid imagined by Chuya Nakahara
Yutaka YAMAGUCHI
Department of Education, School of Education
Mukogawa Women’s University
Abstract
The word “mermaid” appears in the poem “North Sea”, one of Nakahara's masterpieces.Mermaids are leg-
endary creatures that are well-known regardless of whether they are east or west, but their images differ 
greatly. The Western mermaid was a bright image, while the Eastern one was dark.
Before Nakahara released this work, Mimei Ogawa wrote a fairy tale “Red Candles and Mermaids” and 
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The role of fashion as interpersonal communication skills
Keiko TANDA
Department of Informatics and Mediology, School of Human Environmental Sciences,
Mukogawa Women’s University
This study examined whether fashion can function as an interpersonal communication skill. A total of 35 
female university students enrolled in a non-fashion related department produced fashion outfits (including 
clothes, accessories, hairstyles, and makeup) as a form of self-expression to represent their impressions of a 
theme, and 64 other students gave the resulting ensembles a five-step evaluation using image-rating adjective 
pairs. We tested the alignment between the studentsʼ self-expression and the impression that others received. 
The results showed rates of conformity of 62.8% and 74.3% at the 5% and 1% significance levels, respec-
tively. Impressions were communicated at a high level of accuracy, thus demonstrating that fashion can func-

































調査は，自己評価と他者評価の 2 種類の評価を 2019 年 5 月から 6 月にかけて実施した．自己評価と
して，ファッションの製作者が他者に伝えたい印象をイメージ評価形容詞 20 対の中から選択させた．
他者評価は女子大学生 2 年生 64 名を対象とし，35 試料について（1 回当たり 5 試料）Table 1 のイメージ
評価形容詞 20 対を用いて 5 段階評定の官能検査を行った．左側の形容詞について「そう思う」場合は評
価値「1」，右側の形容詞について「そう思う」場合は評価値「5」，「どちらともいえない」場合は「3」を与えた．
結果および考察
他者評価 64 名間のイメージ評価結果の平均値と標準偏差を Table 1 に示した．この他者評価 64 名間
の評価が一致しているかを検証するため，イメージ評価形容詞対ごとに検定値と 64 名の評価平均値に
差はないという帰無仮説をたて，1 サンプルの t 検定を行った．Table 2 に例（試料 1，検定値 4 の結果）
を示した．表中に有意確率 5％で差がない形容詞対をグレーの網掛けで示した．この結果，64 名の評価
が有意確率 5％で差がない（一致）と判定された形容詞は，Table 1 の平均値より「暗い」「冷たい」「大人っ
ぽい」「きつい」の 4 形容詞であった．35 試料について同様の検定を実施した．他者がファッションを
見ることにより受けた印象は，検定値 2 以下が Table 2 のイメージ評価形容詞対の左側の形容詞と 4 以
Table 2　The calculation of the t-test (sample 1)Table 1　The sample statistic (sample 1)
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対人コミュニケーションスキルとしてのファッションの役割
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い－きつい」の 6 形容詞対であった（太字は製作者が選んだ形容詞を表す）．検定値 4 で自己と他者の印
Table 3　Suitability of the designed person intention and the evaluation of others




い」の 4 形容詞であった。このように 35 試料 20 形容詞対について検定値ごとに適合性を照らし合わせ
た結果を Table 3 に示した．ファッション製作者が他者に伝えたい印象は，35 試料× 20 形容詞対（計
700 形容詞対）中 84 形容詞対であった。その中で他者評価が有意確率 5％で一致したものと適合した形
容詞対は 71 語，有意確率 1％の場合は 84 語，両者が適合しなかった形容詞対は 29 語であった．ファッ
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Overseas Market Development of Japanʼs Die and Mold Industry: 
Literature Review
Takumi HIRAI
Department of Informatics & Mediology, School of Human Environmental Sciences, 
Mukogawa Women’s University
Abstract
This article summarizes past literatures to identify issues related to overseas market development by Japanʼ
s die and mold industry. It has expanded its production overseas in response to the globalization of its exist-
ing clients. It has long been argued that it is necessary to expand Japanʼs die and mold industry business base 
to other non-Japanese companies. However, contrary to expectations, despite Japanʼs technological advan-
tage the reality is that competition from other countries has intensified. 
The review focuses on the following areas: International business activities of Japanese SMEs （small and 
medium sized enterprises）, international business activities of Japanʼs die and mold industry, competitors in 
the industry from other regions, and global procurement practices of automobile companies and parts produc-
ers. The theoretical framework of overseas business development of industrial commodities is also reviewed. 
The conclusion reveals that further research is required on the difference in behaviors of overseas market 
development of the die and mold industry between Japanese and other regions. Current discussions tend to 
focus on the mindset of management, which alone limits the explanation. It also points out the need to incor-


















































































































































































































































































































































川邊安彦「第 9 章　欧米の金型調達の在り方」法政大学比較経済研究所／馬場敏幸編 
『金型産業の技術形成と発展の諸様相：グローバル化と競争の中で』（比較経済研究所研究シリーズ／法政大学比較
経済研究所［編］30）日本評論社 （2016b）
河野泰久「日本金型産業の国際競争力とは」『大阪経大論集』第 65 巻第 2 号 pp.119-131 （2014）
斉藤栄司「中国における自動車向け大物プラスチック用金型のローカルメーカーの分析　—広域上海圏における地
場金型メーカーの技術レベルの工場と取引先の変化—」『大阪経大論集』第 65 巻第 2 号 （2014）
斉藤栄司「中国浙江省台州市、天津・大連地域および北九州地域における自動車産業向け金型・部品の取引状況と
変化にかんする調査報告」『東アジアにおける部品・金型の供給構造とその変化の実証的研究 ―中国と日本の
自動車関連部品・金型を中心に―』グループ　大阪経済大学『経営経済』第 50 号 （2015）
新素形材産業ビジョン策定委員会（経済産業省製造産業局素形材産業室・一般財団法人素形材センター）『新素形材
産業ビジョン～我が国のものづくりを支える素形材産業、今後の目指すべき方向性を考える～』 （2013）
関智宏「中小企業の国際化研究に関する一考察　その射程と分析課題」『同志社商学』第 67 巻　第 2・3 号 pp.21-35 
（2015）
高嶋克義・南知惠子『生産財マーケティング』有斐閣 （2006）
丹下英明「中小企業の海外展開に関する研究の現状と課題 - アジアに展開する日本の中小製造業を中心に -」『経済
科学論究』第 12 号（埼玉大学経済学会）pp.25-39 （2015）
寺岡寛「中小企業とグローバリゼーション」『日本の中小企業研究 2000-2009　第 1 巻　成果と課題』財団法人中小企
業総合研究機構編（編集代表　三井逸友）同友館 pp.303-323 （2013）
一般社団法人日本金型工業会『金型産業ビジョン　～日本の金型産業が目指すべき方向性～』 （2007）







山本聡「WORLD REPORT 韓国 光州の金型産業（後編）現地金型企業による海外販路開拓と取引拡大の試み」『型技
術』24 巻 10 号 日刊工業新聞社　pp.76-79 （2009）
横田悦次郎『世界に勝つモノづくり　金型ジャパンブランド宣言』日刊工業新聞社 （2005）
吉田健太郎編著『中小企業のリバース・イノベーション』同友館 （2018）
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「武庫川女子大学紀要」投稿細則














投稿にあたっては，原稿正本 1 部，副本 2 部に USB メモリーまたは CD を添え，必要
事項を記入した投稿申込書とともに提出する． 
7 ．審　　査　 　紀要編集委員会は 1 投稿論文につき，原則 2 名の査読者に審査を依頼する．査読者は
論文の総合評価について，掲載の可否の判断，および審査意見を付する．論文の採否は
査読者の評価を参考に紀要編集委員会が決定する．
8 ．そ の 他
　　　　　　　ａ）提出期限を過ぎた原稿は，その理由を問わず，これを受理しない．
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5）原稿は以下の要領で書く．
i） 和文原稿では，1 頁 46 字× 45 行　1 段 
ただし，縦書きが認められた場合，1 頁 32 字× 31 行　2 段




















［例 2］Oberman,R.P. Fused voices: Narrated monologue in Jane Austenʼs Emma. 
Nineteenth-century literature. 2009, 64(1), pp.1-15.
ii）図書の場合





Peters,Pam. The Cambridge guide to English usage. Cambridge University Press, 2004, 608p.
iii）ウェブサイトの場合
1. 著者名．2. “ ウェブページの題名 ”．3. ウェブサイトの名称．4. URL，（参照年月日）．






































16  P　Cent. 頭のみ  Cap.
14  P　Cent. 頭のみ  Cap.
12  P　Cent. 頭のみ  Cap.
10.5  P　Cent.  Boldface
09  P　並体
16  P　Cent.（頭のみ  Cap.）
14  P　Cent.（頭のみ  Cap.）











10.5  P 並体











　　　　Capital  Italic  Capital 
　　　　Small  Capital  Gothic  Italic 
　　　　Italic  Githic  Capital 
　　　　Gothic 
本文は句読点にする．















　　　　本文以外の添付資料　（図　　　　　　枚 ／ 写真　　　　　　枚 ／ 表　　　　　　枚）
5 　提出メディア
　　　　USB ／ CD ／ その他　　　　　　　　
　　　　（この他，附属図書館事務室　tosyk@mukogawa-u.ac.jp 宛に Word 形式の原稿データを送付すること）
6 　別刷り希望部数
　　　　公費負担分 50 部＋研究費負担分（　　　）部　　　　　　　　　　　　計　　　　　　部
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